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麟　難灘
　　鰍

盛んなユニバーサルホッグー・

　6月15日、T　N　N（テレビ新潟）の取材

で「日本ユニバーサルホッケー協会新潟

県支部」として紹介され一汗流したあと

の記念撮影です。　「ちょっと緊張したけ

ど楽しかった。サッカーやバスケよりも

おもしろいよ」と子供たち。
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短
期
保
護
事
業
（
恵
福
園
）

五
人
に
一
人
は
高
齢
者

　
「
人
生
八
十
年
時
代
し
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
長
寿

社
会
が
到
来
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
特
に
中
魚
沼
郡
内
に
お
け
る
人
ロ

の
高
齢
化
は
県
平
均
を
大
き
く
上
回
り
、
住
民
の
生
活
意
識
・
生
活

様
式
・
家
族
形
態
の
変
化
に
伴
い
福
祉
二
ー
ズ
は
益
々
多
様
複
雑
化

し
て
い
ま
す
。

　
当
村
に
お
い
て
も
同
様
に
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
は
四
月
一
目
現

在
で
干
三
百
五
十
人
で
総
人
ロ
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
高
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
な
か
で
も
寝
た
き
り
・
痴
呆
性
老
人
、
一
人
暮

ら
し
老
人
、
老
人
の
み
世
帯
な
ど
の
要
援
護
老
人
は
急
増
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
に
村
で
は
、
短
期
保
護
、
家
庭
奉
仕
員
派
遣
、
入
浴
サ

ー
ビ
ス
等
現
状
に
合
つ
た
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
高
齢
者
福

祉
対
策
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
形
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
い
つ
も
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

★
老
人
短
期
保
護
事
業

　
在
宅
六
十
五
歳
以
上
の
寝
た
き
り
、

　
ほ
う

痴
呆
性
老
人
を
介
護
し
て
い
る
方
が

　
冠
婚
葬
祭
等
の
行
事
が
あ
る
と
き

　
病
気
や
事
故
の
と
き

　
介
護
疲
れ
を
回
復
し
た
い
と
き

　
旅
行
に
出
か
け
る
と
き
　
な
ど
．
．
．
…

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
恵
福
園
、
三

好
園
）
で
一
時
的
に
お
年
寄
り
を
お
預

り
し
ま
す
。

　
介
護
者
は
、
安
心
し
て
休
養
・
用
事

を
足
す
こ
と
が
で
き
、
お
年
寄
り
は
ち

ょ
っ
と
し
た
旅
行
気
分
で
利
用
で
き
、

ど
ち
ら
も
気
分
転
換
の
後
は
、
一
層
充

実
し
た
家
庭
で
の
生
活
が
で
き
ま
す
。

●
期
間

　
お
預
か
り
す
る
期
間
は
、
原
則
と
し

て
一
回
当
り
七
日
間
ま
で
で
す
。
　
（
止

む
を
得
な
い
場
合
は
、
二
十
八
日
間
の

延
長
も
で
き
ま
す
）

●
利
用
料
金

　
一
日
当
り
　
千
九
百
二
十
円

※
緊
急
の
場
合
は
、
当
日
申
し
込
ん
で

も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

聾
鰍

欄

★
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業

　
　
　
　
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
i
）

　
在
宅
で
老
衰
、
心
身
の
障
害
、
疾
病

等
の
理
由
で
日
常
生
活
を
営
む
に
障
害

の
あ
る

　
寝
た
き
り
老
人

　
痴
呆
性
老
人

　
一
人
暮
ら
し
老
人

　
重
度
心
身
障
害
者

の
い
る
家
庭
で
、
介
護
や
家
事
の
手
助

け
が
必
要
な
と
き
、
家
庭
奉
仕
員
が
家

庭
を
訪
問
し
、
い
ろ
い
ろ
な
お
世
話
を

入
浴
が
一
番
の
楽
し
み
で
す
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
事
業
）

蕪



湯かげんはいかがですか（入浴事業、恵福園）

し
ま
す
。

●
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

＊
家
事
・
介
護
の
お
世
話

家
事
・
入
浴
・
排
泄
の
お
世
話
、
衣

類
の
洗
濯
・
補
修
、
身
の
回
り
の
世

話
・
住
居
清
掃
・
整
理
整
頓
、
生
活

必
需
品
の
買
物
・
通
院
介
助

＊
相
談
・
助
言

生
活
・
身
の
上
に
関
す
る
相
談
、
助

言
●
利
用
料

所
得
に
応
じ
て
、
一
時
間
当
た
り
二

百
円
～
六
百
五
十
円
で
す
。
た
だ
し
低

所
得
世
帯
の
方
は
無
料
で
す
。

お
預
か
り
し
ま
す
。

●
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
恵
福
園
）

で
、
入
浴
、
給
食
、
日
常
動
作
訓
練
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
　
（
月
二
回
）

※
自
宅
か
ら
の
送
迎
も
行
い
ま
す
。

利
用
料
金

　
一
回
当
た
り
　
八
百
二
十
円

※
申
し
込
み
の
翌
月
よ
り
実
施
し
ま
す
。

o
特
殊
浴
槽

o
体
位
変
換
器

o
車
椅
子
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

備
え
て
あ
り
ま
す
）

★
中
里
村
寝
た
き
り
・
痴
呆
老
人
見
舞

金
及
び
介
護
手
当
金
支
給
事
業

★
入
浴
事
業

体
の
弱
い
お
年
寄
り
や
寝
た
き
り
・

痴
呆
性
老
人
で
在
宅
に
お
い
て
入
浴
介

助
が
受
け
ら
れ
な
い
お
年
寄
り
を
日
中

●
対
象
者

＊
寝
た
き
り
・
痴
呆
老
人
見
舞
金

中
里
村
に
住
所
を
有
す
る
六
十
五
歳

以
上
の
在
宅
老
人
で
、
六
ケ
月
以
上
寝

た
き
り
・
痴
呆
症
の
状
態
が
続
き
常
時

介
護
を
要
す
る
お
年
寄
り
へ
見
舞
金
を

差
し
上
げ
ま
す
。

＊
介
護
者
手
当
金

こ
の
老
人
を
常
時
介
護
し
て
い
る
方

へ
看
護
手
当
を
支
払
い
ま
す
。

●
支
給
金
額

＊
見
舞
い
金
　
一
人
に
つ
き
五
千
円

＊
手
当
金
　
一
人
に
つ
き
月
額
五
千
円

籔
．
騨

　
　
織

騒
灘
欝
繋

介護用品のベッド

★
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

●
利
用
出
来
る
方

寝
た
き
り
・
痴
呆
・
一
人
暮
ら
し
老

人
の
方
に
介
護
用
品
を
給
付
又
は
、
貸

与
し
ま
す
。

●
利
用
で
き
る
介
護
用
品

　
o
特
殊
寝
台

　
o
マ
ッ
ト
レ
ス

綴
、

■
欝

●
受
給
申
請
方
法

役
場
に
申
請
し
て
い
た
だ
き
、
訪
問

調
査
を
行
い
支
給
し
ま
す
。

★
利
用
方
法

ど
の
事
業
も
地
区
担
当
民
生
委
員
を

通
じ
、
申
請
書
に
よ
り
役
場
住
民
課
へ

申
込
く
だ
さ
い
。

★
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

紙
お
む
つ
の
補
助
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
充
実
等
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
意
見
ご
要
望
を
お
聞
か

せ
下
さ
い
。

　　　　華
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　　　すべてに利用して糖ます

　鈴木良平さん㈱聞）の介護者キノ謹さん

　周2回のホー臨ヘルバーサービスと入浴サ

ービス、それに特殊寝含借り受け糟介護手当

などすべてにお世話になってい諫すQまた、

都含により7月からは短期保護で預かっても

らおうと思います。入浴サービスは車で送迎

してくれるのでたいへん助かり隷す。一時．介

護疲れで体をεわしたい《ん困りまじたがホ

ームヘルバーの留響番介護で團篠じました。

　私が見れなくなったら長期介護のできると

こるに頼奄より佳萢がなくなり残念です。で

すから自分の健康にも気を9蹴ています。

　　　利用者の声

毒

　　　　短期保護を受けたい

　　小林熊一さん《荒盤〉の介護者トシ毒ん

　徳週ホー幽ヘルバーサービスと、介護者手

当てを績いてい談す。私も助かり謹すが、一一

番うれしがっているのは、本入です。いるい

るな話を聞いたり教えてもらったりして、私
も病人も励みになり安心していられます。

　紙おむつや介護のための細かな用晶費爾慈

かかりますし、私は佳事ができなく容易でな

いので今年からの利爾者負担金は無くしてほ

しいです。短期保護を利用したいのですが、

車の送迎がなく利用していません。今後は、

介護疲れがでないうちに申込もうと思います。
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新幹線乗り入れができるスキーセンター

磁灘認灘

上村賢造氏
78歳（田中）

　村では、この度村政特別功労として

上村賢造氏（78歳）を表彰しました。

　これは、村長3期／2年、議員／7年（う

ち議長として4年、副議長として4年1）

などの永きにわたり村行政に多大な功

績を残されたため特別に表彰されたも

ので6周鷺8日の定例議会の場で賞状と

記念品が贈呈されました。

　たいへんご苦労様でした。
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六
月
十
九
日
、
第
三
セ
ク
タ

ー
「
上
信
越
高
原
リ
ゾ
ー
ト
株

式
会
社
」
　
（
J
R
東
日
本
、
湯

沢
町
、
塩
沢
町
、
中
里
村
）
は
、

「
ガ
ー
ラ
湯
沢
ス
キ
ー
場
」
の

起
工
式
を
関
係
者
を
招
き
湯
沢

高
原
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。　

中
里
村
地
内
第
二
の
ス
キ
ー

場
と
な
る
こ
の
ス
キ
ー
場
は
、

今
シ
ー
ズ
ン
オ
ー
プ
ン
に
向
け

て
造
成
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進

難
鷺
い
ま
す
。

／高津倉山

　
「
ガ
ー
ラ
」
と
は
、
　
“
お
祭

り
”
と
い
う
意
味
か
ら
大
自
然

の
中
で
ゲ
レ
ン
デ
に
囲
ま
れ
た

，
「
祝
祭
空
間
」
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
W
ま
す
。
仲
間
で
集
ま
っ
て

心
地
よ
い
汗
を
か
き
、
と
び
き

り
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
た
め

の
新
し
い
リ
ゾ
ー
ト
拠
点
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ス
キ
ー
場
は
、
新
幹
線

湯
沢
駅
近
く
の
保
守
基
地
を
ス

キ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
高
津
倉
山

（
一
、
一
八
一
m
）
周
辺
を
バ
ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りよう

今シーズンオープンに向けて工事が進む「GA　LA」スキー場、稜線の向こう側が中里村です。

開発計画
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
ス
キ
ー
コ
ー
、

ス
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
全
体
計
画
で
は
、
ゴ
ン
ド
ラ

リ
フ
ト
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
、
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
等
総
建
設
工
事
費
百

三
十
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
自
然
を
生
か
し
た
ゲ
レ

ン
デ
は
、
す
べ
て
林
間
コ
ー
ス

で
湯
沢
高
原
ス
キ
ー
場
、
石
打

丸
山
ス
キ
ー
場
と
も
行
き
き
で

き
全
国
で
も
有
数
の
ス
キ
ー
エ

リ
ア
と
な
り
ま
す
。

　
中
里
村
側
の
開
発
面
積
は
、

国
有
林
の
三
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

こ
の
中
に
リ
フ
ト
三
基
の
計
画

で
す
が
、
・
今
後
魚
沼
ス
カ
イ
ラ

イ
ン
な
ど
の
開
設
構
想
が
実
現

で
き
れ
ば
清
津
峡
右
岸
地
区
の

開
発
に
、
ま
た
、
中
里
村
の
P

R
に
期
待
が
も
て
ま
す
。

項　　目 全体計薗 今回開業時計画

開発面積 292ha 292ha
ゲ膨ンデ面積 65ha 47ha
標　　高　　差 830m 680m

ゴンドラリフト

ゴンドラリフト1基
クワットリフト5基
トリプルリフト2基
ペアリフト　　4基
ロープウェー　　1基

ゴンドラリフト1基
クワットリフト3基
トリプルリフト2基
ペアリフト　　1基
ロープウェー　　1基

スキーセンター 1棟 1棟

レストハウス 4棟 1棟

4



（別表一）

献血基準 20Qm£ 400m£

年　　　　齢 満18歳～満64歳 満18歳～満64歳
体　　　　重 男45kg・女40kg以上 男女とも50kg以上

献血間隔 男女とも最低1ヵ月 男子　3　ヵ　月
女子　4　ヵ　月

年間総採血量 男子1，200謡以内・女子800認以内

検
　
査
　
項
　
目

検査名 生化学的検査 血球計数検査
1 血清トランスアミナーゼ 赤　血　球　数

2 アルカリフォスファターゼ ヘモグロビン量

3 総　　　蛋　　　白 ヘマトクリット値、

4 アルブミン対グロブリン比 平均赤血球容積

5 尿　素　窒　素 平均赤血球ヘモグロビン量

6 総コレステロール 平均赤血球ヘモグロビン濃度

7 白　血　球　数

8 血　小　球　数

（別表二）

献血功労者（30回以上）

氏　　名 集落 回数

桑　原　秀　一 山　崎 59
富　井　利　明 市之越 56

吉　楽　芳　広 宮　中 52
富　井　一　男 市之越 48
吉　楽　隆　司 上　山 44
高　橋　富　夫 宮　中 42
桑　原　一　男 荒　屋 39
広　田　洋　一 干　溝 39
樋　口　秀　雄 荒　屋 38
鐙　野　寅　治 東田尻 38
高　橋　重　恭 上　山 37
井ノ川　明　子 田　中 36
杉　谷　清　六 荒　屋 36
藤　巻　一　政 鷹　羽 36
太　嶋　正　司 白羽毛 36

樋　ロ　ヒ　サ 通り山 36
石　沢　義　雄 田　中 36
千　原　庄　平 上　山 34
広　田　栄次郎 田　中 33
井ノ川　　　求 上　山 33
山　田　常三郎 桔梗原 33
藤　田　寿　平 宮　中 32
広　田　弘　二 荒　屋 32
井ノ川　一　司 如来寺 32
阿　部　　　等 高道山 32
外　山　新　吾 鷹　羽 31

村　山　源　一 東田沢 31

樋　口　房　一 通り山 31

岡　村　　　勇 山　崎 31

井　口　清　一 上　山 30
中　島　寿　一 堀之内 30
井ノ川　勝　一 如来寺 30
山　本　勝　久 小　出 30
上　原　一　男 上　山 30
吉　楽　芳　弘 上　山 30
広　田　朝　一 干　溝 30
池　田　　　優 宮　中 30
小巻沢　春　雄 通り山 30
樋　ロ　ヨシ子 朴木沢 30

血
漿
分
画
製
剤
の

多
用
に
よ
り
献
血
血
液
が

不
足
し
て
い
ま
す

　
献
血
は
、
そ
の
制
度
発
足
以

来
四
世
紀
を
経
過
し
た
今
日
ま

で
、
国
民
一
人
ひ
と
り
の
善
意

と
人
間
愛
に
育
ま
れ
、
推
進
さ

れ
、
数
多
く
の
生
命
を
救
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
社
会
情
勢

の
変
遷
や
医
学
の
進
歩
に
伴
い

血
液
製
剤
の
需
要
は
年
々
増
大

し
て
お
り
ま
す
。
特
に
血
漿
分

画
製
剤
の
製
造
に
必
要
な
血
液

が
不
足
し
、
そ
の
九
〇
％
を
輸

入
に
依
存
し
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
こ
の
た
め
、
血
液
の
国

内
自
給
制
度
の
確
立
が
急
が
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

献
血
で
知
る
あ
な
た
の
健
康

　
献
血
さ
れ
た
血
液
す
べ
て
に

　
ー

た
い
し
て
別
表
の
さ
ま
ざ
ま
な

検
査
結
果
を
個
人
通
知
し
て
お

り
ま
す
。
二
〇
〇
ミ
リ
撰
献
血
に

お
い
て
は
六
項
目
、
四
〇
〇
ミ
リ

撰
に
お
い
て
は
さ
ら
に
八
項
目

が
追
加
と
な
っ
て
お
り
健
康
管

理
に
大
変
役
立
ち
ま
す
。

　
（
別
表
一
を
参
照
下
さ
い
）

献
血
功
労
者
だ
け
に

頼
ら
な
い
で

　
別
表
三
を
見
て
も
お
わ
か
り

い
た
だ
け
る
よ
う
に
村
内
に
お

け
る
献
血
状
況
は
、
年
々
減
少

の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に

対
し
別
表
二
を
見
て
み
る
と
献

血
回
数
三
〇
回
以
上
の
献
血
功

労
者
が
三
十
九
人
お
り
、
大
変

感
謝
し
て
い
ま
す
。
献
血
に
理

解
の
あ
る
少
数
の
方
だ
け
に
大

き
な
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、

一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら

献
血
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（別表三）

　中里村における過去の献血状況
　一献血目標一一献血者数一200m2換算
人600・・
数550，．

　500－
　450・・

　400・

　350・・

　300－

　250
　200

，ヂー選
のあとの　　 　ロゼ　　

　：　、、
　　ヤ　く　『1’、、『II’

　　、
　　　、　　　、　　　、・　．㌔一ゆ鱒鳳r㌧　．＿

　　、
　　ヤ　　・『『、～・

※村内で献血をした人（4月1日現在）

S59　S60　S61　S62　S63　H元年度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
夏

一
世
帯
で
一
人
、
一
年
一
回
の

献
血
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

七
月
は
「
愛
の
献
血

　
助
け
合
い
月
間
」
で
す

　
七
月
二
十
三
日
㈲
は
、
保
健

セ
ン
タ
ー
で
献
血
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
の
献
血
助
け
合
い
月

間
を
契
機
と
し
て
、
人
々
の
生

命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
お
互

に
心
を
ふ
れ
あ
い
、
手
に
手
を

携
え
て
献
血
の
輪
を
大
き
く
広

げ
て
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　　　　　　よ育日慶応4年（鷺868）官軍と戦った長岡藩は・惨敗し・　り委の

喰う物もない有様であつたが幸いにも三根山藩か　就員定

　　　　　　　　　　　　　　　任会例ら米百俵が届けられた・小林虎三郎翁は・この長　と互議

岡藩を復興するには、教奮が第一義であると説き、　な選会

　　　　　　　　　　　　　　　つ　’でこの百俵を元として国漢学校を創設し・　「長岡魂　た七教

を教え、みごと復興を成し得たのである」この近　も月育

　　　　　　　　　　　　　　　の一委代教育の先駆者は、長商生まれであります。　　　で日員

次代を担う子供達の教育こそ何ものにも勝る宝　玄付の

　　　　　　　　　　　　　　　　け選であり全力投球であたりますので、皆さんの暖か　　　の任
い御理解とご支援をお願いいたします。　　　　　　　県同

数
育
長
に

　
　
樋
膠
嬉
泡
氏
就
任

四
月
か
ら
空
席
だ
っ
た
教
育
長
に
樋
口
信
治
氏
が
七
月
一
日

よ
り
就
任
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
六
月
十
八
日
の
定
例
議
会
で
教
育
委
員
の
選
任
同

意
、
六
月
十
九
日
の
教
育
委
員
会
互
選
、
七
月
一
日
付
け
の
県

教
育
委
員
会
の
承
認
に
よ
り
就
任
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
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　　　　　　　　十
　　　　　　　　世
　　　　　　　　紀
　　　　　　　　の撚灘　灘懸灘難難　　　ス
　　　　　　　　タ

鞭　　　　・灘．墾

蝋　繋、　轟
墾　・．嚢．単茎樒薩のさわや燃飛醜った鯛2雛臼、撚離離難一駁禦匪謎め護食う鑑

翼…琵講響鍵講懇歯驚雛難灘難灘　蕎と　　＿
響　・、P…．・，、　1謡毅膿脚調魏騰擢の蘇農村都轍顎脚との瞬糞が鰹き

耀羅懸霧噸萎霧懸1馨羅羅欝1灘艶藷灘1麟驚響譲

　　　　　　　　　　一レのU際○籔霧獅一撫では講囎鑛欄の本製総ミ認蓬倒賑箏留織の墨・撚叢一勢を送ゆ藩を闘繊談臨薦。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畷、

　　　　　　　　　　　　　岬，ひはF1レーサー　（ミニ四駆大会）

　脅

，き1左

　寒

　ゼ

　百
貞¢）

　つ
　さ
　蓉

欝

　
　
　
　
ワ
ァ
ー
イ
星
に
手
が
届
く
ゾ
ー

（
U
F
O
鍋
）

タ
コ
の
宇
宙
人
、
山
竹
の
子
の
ロ
ケ
ッ
ト
、
星
形
の
人
参
、

ア
ッ
ト
い
う
間
に
宇
宙
を
飲
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
。



羅　　　　　灘
騰

欝

　
　
　
灘
纏
露

・
灘
馨
難

螺
難
醐

騒
懇
灘

撚
灘
　
，

難
、
鰻

難
議

　
　
　
隙
　
　
　
　
醐

　
　
　
　
　
　
蝋

　
　
、
、
羅

　
　
，
、
瓢

　
　
　
　
彊
．

　
　
灘
簾
、

　
　
難
　
　
　
　
繊

　
灘
　
2
　
轍

欝
　
欝
　
搬
　
幾
　
繋
　
轍
　
鎌
　
鎌
　
幾
　
幾
　
蟻
　
繋

灘
融
．
羅
ー
認
幾

幾
　
　
濃
　
灘
　
欝
　
欝
　
繋
　
欝
　
濃
　
　
欝

雛
　
幾
　
難
　
鎌
　
轍
　
幾
　
欝
　
繋
　
濃
　
饗
　
幾
　
繋

中
里
中
が
大
健
闘
醐
肺
購
趾
黙
蝕

　
六
月
十
五
日
小
雨
の
な
か
、

第
4
0
回
十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡

中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

が
十
日
町
陸
上
競
技
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
中
里
中
学
校
は
、
他
校
に
引

け
を
取
ら
ず
、
四
つ
も
の
大
会

新
を
出
す
な
ど
大
健
闘
し
ま
し

力走する里中選手たち（女子800m）

た
。
五
位
ま
で
が
中
越
大
会
に

出
場
で
き
ま
す
。

　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
男
子

（
種
目
）
　
（
順
位
）
　
（
学
年
）

百
屑
　
　
一
位
　
高
橋
裕
彦
②

　
　
　
　
　
　
　
n
秒
6

二
百
㌶
　
一
位
　
高
橋
裕
彦
②

　
　
　
　
　
　
　
2
4
秒
〇

　
　
　
　
六
位
藤
ノ
木
大
二
②

　
　
　
　
　
　
　
2
5
秒
3

八
百
層
　
六
位
　
樋
口
正
晴
②

　
　
　
　
　
　
　
2
分
n
秒
8

千
五
百
㌶
一
位
　
富
井
　
徹
③

　
　
　
　
　
　
　
4
分
1
4
秒
3

　
　
　
　
四
位
　
服
部
清
高
③

　
　
　
　
　
　
　
4
分
2
4
秒
〇

三
千
耕
　
四
位
　
服
部
清
高
③

　
　
　
　
　
　
　
9
分
2
3
秒
8

　
　
　
　
五
位
　
富
井
　
徹
③

　
　
　
　
　
　
　
9
分
3
5
秒
4

百
十
㌶
H
四
位
村
山
太
一
③

　
　
　
　
　
　
　
1
8
秒
1

　
　
　
　
六
位
　
富
井
真
史
③

　
　
　
　
　
　
　
1
8
秒
5

走
高
跳
　
三
位
　
柳
　
勝
友
③

砲
丸
投
　
四
位

二
百
肩
R
二
位

J
千
五
百
㌶
二
位

　
　
　
大
会
新

　
　
　
　
四
位

▼
女
子

八
百
材
　
一
位

　
　
　
大
会
新

　
　
　
　
二
位

五
位

千
五
百
材
一
位

　
　
　
　
大
会
新

　
　
　
　
二
位

－
ず
0

　
ト
ル
6

斎
喜
真
琴
②

ー
メ
ー
－

¶
ー
ト
ル
ー
⊥

藤
ノ
木
大
二
②

島
田
和
弘
③

高
橋
裕
彦
②

島
田
康
則
③

1
分
3
9
秒
8

根
津
茂
①

4
分
3
7
秒
5

鈴
木
学
①

4
分
5
0
秒
9

竹
藤
さ
ゆ
り
③

2
分
2
0
秒
4

高
橋
寛
子
③

2
分
2
5
秒
3

村
山
明
子
②

2
分
2
5
秒
9

竹
藤
さ
ゆ
り
③

4
分
5
0
秒
0

高
橋
寛
子
③

　
　
　
　
大
会
新
5
分
1
秒
〇

　
　
　
　
五
位
村
山
明
子
②

　
　
　
　
　
　
　
5
分
3
秒
8

◎
ま
た
、
六
月
二
十
日
～
二
十

五
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
郡
市

中
学
校
球
技
大
会
で
も
健
闘
し
、

中
越
大
会
へ
と
コ
マ
を
進
め
ま

し
た
。

▼
野
球
準
優
勝

▼
卓
球

　
団
体
戦
三
位

　
個
人
戦
　
一
位
　
村
山
勝
③

　
　
　
　
　
三
位
　
鈴
木
努
③

中
魚
沼
チ
ー
ム
が

　
　
　
　
　
　
三
位
に

　
六
月
二
十
四
日
、
身
体
障
害

者
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
体

力
の
増
強
と
機
能
の
回
復
、
残

存
能
力
の
向
上
を
図
ろ
う
と
、

第
二
十
八
回
新
潟
県
身
体
障
害

者
体
育
大
会
（
第
七
地
区
大
会
）

が
湯
之
谷
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
里
村
か
ら
は
、
選
手
、
役

員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
四
十

名
が
出
場
し
梅
雨
時
の
快
晴
の

中
、
久
し
ぶ
り
に
快
い
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。

中
魚
沼
チ
ー
ム
は
、
各
種
目

　　　　　　　　　　　　　　”㎜響糠鱒鰍

　賞に

論7月29目轍劇・
基善、i中里村民体育犬套です1

　　　戦
　　　し　、　選手は決まりまじたか。

　　　第嚢7需鋼圏謹でに公民館へ報告下さい。
　　　二、1・　区長さん、体育指導員、体協役員等
　　　位
　　　に饗一生懸命で準備を進めています。
　　　入鷺　皆さんも気軽にご参加下さい。
　　　　隔．．＿蕪繁欝轡撫拶鍵

平成2年7月／0日

力いっぱい綱を引く中魚沼チーム
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麺　灘

醸’難i

強
い
！
コ
シ
ヒ
カ
リ
レ
デ
ィ
ー
ス

　
会
場
の
体
育
館
で
ま
、
割
れ
る
よ
う
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
〃
　
）

　
　
　
　
－
霧
窒
、
■
肋
　
　
歯
　
“

覇
灘
盤
．
、
螺
、
ξ
、
』
、
騒
蝉
　
　
禽
評

聾
　
　
囎
　
　
し
　
　
　
￥

　
　
　
轟
篶
　
　
　
・
㎜
鱗
．
　
　
購
酵
麗
麟

●応募対象　①原則として家族を中心とした編成で4人参加であること。

　　　②運転免許を有する万（運転歴4年未満の方は除く）を含み，マ

　　　　イカーを有していること。
　　　③小学生高学年以上であること。　（4年生以上）

●応募期日　7月／日～7目20日㈹まで（当日消印有効）

●応募方法　官製はがきに参力□者4人の氏名．性別，職業，郵便番号，住所電話番

　　　号．代表者の氏名及び運転暦をご記入の上＼下記へお送り下さい。

●当選発表　当選チームは、8月3日固までに百接代表者にお知らせします。

〈宛　先〉〒950新潟市新光町4番地1

　　新潟県企画調整部土地利用対策課　リゾート推進室
　　　〔お問い合わせ　盈025（285）5511・内線2406〕

神
奈
川
県
小
田
原
市

　
私
の
ふ
る
さ
と
小
田
原
は
、

神
奈
川
県
の
西
部
に
位
置
し
、

南
に
相
模
湾
を
臨
み
、
西
に
箱

根
、
北
に
は
丹
沢
の
山
々
が
連

な
り
穏
や
か
な
気
候
と
風
光
に

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
小
田
原
駅
か
ら
徒
歩
五
分
ほ

ど
の
と
こ
ろ
に
白
亜
の
天
守
閣

の
小
田
原
城
（
北
條
早
雲
が
約

百
年
か
け
て
小
田
原
の
町
を
作

わたしの

　　　　　　　　　ふ

　　　　　　　　る

　　　　　　　　　さ
　　　　　　⑳

荒屋　　　と上原節子さん

／埼玉県

東京都

　灘糊繰』

　魅　1亦田療希千葉県

り
上
げ
た
）
そ
し
て
緑
に
囲
ま

　
　
　
あ
と

れ
た
城
祉
公
園
が
あ
り
、
家
族

連
れ
や
恋
人
達
、
お
年
寄
り
が

の
ん
び
り
と
散
歩
し
て
い
ま
す
。

　
春
に
は
北
條
五
代
祭
が
行
わ

れ
武
者
行
列
や
み
こ
し
等
が
練

り
歩
き
、
祭
一
色
に
な
り
ま
す
。

　
年
々
交
通
網
が
発
達
し
た
お

か
げ
で
里
帰
り
も
大
変
ら
く
に

な
り
ま
し
た
。

　
同
じ
会
社
で
知
り
合
い
、
縁

あ
っ
て
中
里
村
の
住
人
に
な
り
、

ま
だ
月
日
は
浅
い
の
で
す
が
、

少
し
ず
つ
こ
ち
ら
の
生
活
や
言

葉
に
慣
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
雪
の
深
さ
と
人
と
の
ふ
れ
あ

い
を
、
上
手
に
つ
き
あ
っ
て
行

け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

⑬

土倉分校4年

関沢　学くん

テレビで見た四角いスイカをた

くさんかきました。一番くろうし

たのは＼青いシートの色ぬりです。

自分では，だいたいよくかけた

と思います。

鰯叢塑磁灘鐵
根津百合恵ちゃん（3歳）⑬
一男・栄子夫婦の長女（原町）

ゆりねえ￥アイスクリームとか

甘いものが大好きなんだけど虫歯

が／本もないんだ，すごいでしよ

う。いつも，畑や田んぼにいって

お父さんとお田さんのお手伝いし

ているの。宝物は￥ネコのぬいぐ

るみ．かわいがっているよ。お田

さんは，伸び伸びとした子供に育

ってほしいんだって。
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　　　難鐵臨
楽しくやっていま一す

購購灘灘

噸鱗勲鞭紹介
望冷踏と手話赫一ケ轟

　ボランテ羅ア活動を通じて身体障害者の役

健立ちだいと4月にこ調サータルを結成しま

しだ。会員ほ．誰懸もな繊麗在は30名驚す。

なかには小学盤や高校盤懸鱒ます。

　毎週第2・第荏月曜躍の午後驚時纐分か鳶

警時雛分の闇老人福祉遜》鍵一驚練習態て鱒

ま事。先生は、止棺病院の藤麟順司慈ん懸攣

が、蓬爾他健幽崎の圭原幸次郎番んと荒屋の

樋繍國平さんがち講麟老し癒捲導し《曙ただ

鴇羅獅ま攣Q

　練習は、ま横そ爾欝の練習会話馨奎体驚習

縢．そ瀧嚢鳶一太讃つ手話無轍強矯み蒙す，

和や寮懸笑鱒舞のだ鍵な縢雰囲気の中矯、何

回か回椴ながら練習じて鱒るうちに話す早き

灘圃縷よ秘羅手話が驚き《鱒まじた。

　皆さんも騨つ鷲慰気軽1麟納・がで晦う癖。

　　代表　樋園陰サ（通搬幽1饗磯3一一23鴇

25
8

（優勝）　（二位）

　　　　6
5　　　10　　13

198141088108

共

和

A

共

和

B

白

寿

永永

楽

A

楽

B

長

生

B

上

山

A

無

事

A

如
来
寺
チ
ー
ム
優
勝

七
月
一
日
、
田
沢
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
に

繊猟

共
和
A
チ
ー
ム
優
勝

　
中
里
村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
主
催
の
第

四
回
会
長
杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

六
月
九
日
あ
い
に
く
の
強
風
・
小
雨
の
中

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
十
三
チ
ー
ム
八
十
名
の
選
手
は
、
平
均

　
　
　

　
　
位
　
　
　
長
　
生
　
B

　
　
　
三

　
　
（
　
　
　
　
白
　
　
　
　
寿

照　　　　竃億戴叢璽　　　　　　煽識

が　　　　　　　ミ

．譲

賊

“白○番アウトボール”

竃

さコ　

嚢請

年
齢
七
十
四
歳
に
も
な
り
ま
す
が
テ
キ
パ

キ
と
試
合
を
運
び
、
予
選
上
位
ニ
チ
ー
ム

が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
み
、
見
事
共

和
A
チ
：
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
：
》
：
・
㌦
■
駒
・
■
・
㌔
、
㌔
，
：
V
・

於
い
て
村
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
自
動
車
の
部
二
班
、
小

型
ポ
ン
プ
の
部
八
チ
ー
ム
は
、
気
迫
の
入

っ
た
キ
ビ
キ
ビ
し
た
動
作
で
毎
晩
練
習
し

て
き
た
成
果
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　
優
勝
し
た
チ
ー
ム
は
、
中
魚
沼
支
会
の

大
会
へ
と
進
み
ま
す
。

〈
成
績
〉
▼
自
動
車
の
部
　
優
勝
什
第
一
班

▼
小
型
ポ
ン
プ
の
部
　
優
勝
”
如
来
寺

二
位
”
程
島
　
三
位
”
本
屋
敷
▼
個
人
賞

指
揮
者
”
池
田
芳
夫
（
宮
中
）
一
番
員
”

村
山
博
（
程
島
）
二
番
員
”
石
沢
力
（
荒

屋
）
三
番
員
”
富
井
武
彦
（
如
来
寺
）

　　　　　　　　　　　　　灘霧覇騨
中いではの操　　　　　　㈱

騰謹義羅麗覇翻嚇
支た練迫班技一　w　雛・　　趣会o習の’会灘i騰鱗撚撚撒猟　綿　・榊
の　　し入小が　放水始め！（如来寺チーム）’

り
志
田

り

豊
美
さ
ん
創

礼
子
　
仕

　
　
翻
慧

罐
鐡

繕
懸
聾

　
、
醐
鰯

きっかけは……り自営（理容・医療用ハサミ研磨）

　　　　の仕事をしていたとき十日町に行き友

　　　　達の紹介でつきあうようになった。

第一印象は……り小柄な人だと思った。

　　　　ワ真面目で優そうだった。
交際中は……りよくドライブに出かけました。（海

　　　　や長野、能登半島など）ワ出稼ぎの見

　　　　送りにいってそのまま東京まで行って

　　　　しまいました。
お互いへの要望……り百姓なんかできないと思っ

　　　　ていたらよくやってくれるので助かる。

　　　　ワー家の大黒柱なので体に気をつけて

　　　　頑張ってほしい。
子育てのモットーは……り上の子、末の子差別は

　　　　しない。ワ末っ子は、生後1カ月頃高
　　　　熱を出してたいへん心配したので健康

　　　　で優しい子供に育ってほしい。

今やりたいことは…・りり遠いところへ旅行したい。

村への要望は……不便なところなので土倉までバ

　　　　ス通学ができればいいな。　（子供）
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役
場
は
七
月
十
四
日
出
・
二
十
八
日
出
を

　信濃川テクノ・アカデミーは、労働

省所管、雇用促進事業団委託の情報処

理技能者養成施設で、小千谷市を初め

圏域内市町村及び企業・団体で構成す

る「新潟情報処理開発財団」が第3セ

クター方式で運営し、地域の発展を担

う優秀な情報処理技術者を養成するこ

とを目的としているものです。

　学生募集をうぎの要領で行っていま
す。

入学願書受付

　9月1日（土）より受付開始

　募集定員（全日制2年）

　情報ビジネス科　50名

　情報システム科　50名

詳しくは、信濃川テクノ・アカデミー

〒947小千谷市上の上4－4－2
費0258－82－8282まで、問合せくださ

い。

　今年より下刈、除間伐の補助対象林

齢が大巾に拡大されました。昨年まで

は、補助金が出ないと思われたものも

対象になります．その他、造林、枝打

ちの補助制度もありますので将来の財

産作りにご活用ください。

　詳しくは、十日町森林組合へお問合

せください。盈58－3115

嚢嚢麺藤遜麺報墜
●飲酒運転検挙者数　　　5人

●無免許運転違反者数　　1人

●事故発生件数　　　　　7件

●死亡事故ゼロ　　　305日
（6月末累計）

年盆1戎世君1と世㈹の

　　　　鬼：uや1フ

管

＾
O
，

V
　
　
』

筆
魯 6

．
も

6

り
遡

　老齢基礎年金

　国民年金に25年以上加入した方が

65歳になったとき支給されます。

　年金額は＼20歳から60歳までの40

年間（昭和帽年4月／日以前生まれ

の万は25年～39年間）保険料を納め

た方が年額68／，300円で，40年に満た

ない方はその期間に応じて減額され

ることになります。

　障害者基礎年金

　国民年金にカロ入中または60歳以上

65歳未満で老齢墓礎年金の支給を侍

っているときの病気やけがで障害の

墨礎年盒瀞

る守
私たおの幸せ

程度が／級または2級となった方に

支給されます。年金額は．／級年額

85／，600円2級年額68／，300円で．お

子様の数に応じたカロ算がもうけられ

ています。

　遺族基礎年金

　国民年金にカロ入中または老齢基礎

年金を受けられる万が亡くなったと

き，お子様がいる奥様またはお子
様に支給されます。年金額は＼年額

68／，300円でお子様の数に応じたカロ算

がもうけられています。

麟
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浩
子
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子
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子
豊
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圏
竃
竃
g
⑯
忽
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U
美
　
美
　
奈
す
雄
ヨ
治
ジ
ヲ
ブ
治
ギ
治
春
松

岡
輝
　
久
一
恵
昭
久
博
道
　
真
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響
一
ヤ
政
フ
シ
ノ
豊
ヲ
菊
豊
虎

雲
入
平
邉
橋
橋
橋
村
田
田
口
村
み
訓
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
じ
口
口
喜
田
田
木
村
刀
雲
田
田

倍
儀
籍
匠
繕
儀
誘
樋
樋
齋
廣
藤
鈴
岡
欝
川
廣

　　訂正とお詫び
5月号出生欄中小柳祐嗣は佑嗣君、

6月号結婚欄中齊藤迫は進さん、山

田正平さんの住所山崎は東田尻の誤

りでした。訂正しお詫びします。

代七ツ釜まつり

●じかん　午前偲時～午後3時●ばしょ　田代七ツ釜

　　　　　　　　　　　ら神楽の上演、腕ずもう大会、金魚すくい、じゃんけん夫

会などの催じが盛だくさん。山菜汁・もちは無料サービス

です。ぜひおいで下さい。　お聞合せ先　役場開発課
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・
瘡

洗
・

．

嗣
ら
氷

痂
副

轡
，

オ
レ
ま

ヤ刀
曲
逼
い
轡
乏

上
げ
マ
く
取
　
　
～

鷲
準
ゆ
V

な
い
　
＼

ま
ん
と
？
，

　　　　　ぺ
ま
ん
て
．
）

　
ギ
に
よ

へr蒲 緊

　中里村交通安全協会では、今年も下

記により平成2年度の運転者講習会を

開催します。みんなで参加して、交通

安全に対する認識を新たにしましょう。

　運転者講習会を3年間に2回以上受

講しないと優秀、優良運転者表彰の対

象になりませんので御承知ください。

♪
， ）

期日 対象地区 会　　　場

7／17 倉俣地区 倉俣生活改善センター

7／18 貝野地区 貝野多目的集会施設

7／20 清津峡地区 高道山小学校体育館

7／27 田沢地区 中里村総合センター

ほ
か
D
、
、
〆

し
フ
つ
し
3

歯
ミ
み
方

み
る
ん
じ
、
ヤ

↓
な
い
の
　
‘

略誌

ノ〃

羊
　
歪

屠
・
・
㎏

、
）芳

壽

烹
ん

欝
．
船
湯

一
簿
竃

葬
釜
㍉

※各会場とも（受付）午後7：00～7：30

　　　　　（講習）午後7：30～9：30

　毎年7月は「社会を明るくする運動」

「青少年を非行から守る全国強調月間」

です。それぞれの立場において、犯罪

や非行の防止と罪を犯した人たちの立

ち直りに暖かい愛の手をさしのべて下

さい。私たちの地域社会から非行を犯

す少年を出さないよう一人一人が力を

合わせましょう。不幸にして非行に陥

った少年の更生を援助しましょう。

　防衛庁は、自衛官（2等陸・海・空士）

を募集しています。国を守る若い力と

して、あなたも入隊し訓練を通じて技

術を身につけませんか。

受付期問　年間を通じ行っています。

応募資格　18歳以上、27歳未満

試験期日及び場所　受付時に指定

給与、その他

　初任給121，000円、ボーナスは、年3

回（合計5．1ヵ月分）、衣食住は、無料

または貸与されます。

　この他にも曹候補士、一般曹候補学

生、航空学生、防衛大学校学生、自衛

隊生徒（中学校卒業者）、防衛医科大学

校学生、看護学生も募集しています。

　詳しくは、役場総務課か自衛隊新潟

地方連絡部長岡出張所盈0258－33－0256

へお問合せ下さい。

今月の納税と振替日

＠母親鴬級・麩婦檬診

　驚翻鎌欝翻墨灘病騰i

　舞親嚢級綬翻霊欝騨縫3芸⑧⑧
　　　　　㈱審1蒙縷講薗・饗嬢i糠繰

　鰹婦検診畿灘溝欝麗一鍵翻
＠乳幼搬榛診

　
税
料

　
険
険

税
保
保
料
料

産
康
金

資
，
健
年
育
道

定
民
民

固
国
国
保
水

■
　
■
　
■
　
■
　
■

（7月31日）

（7月31日）

（7月25日）

（7月25日）

（7月25日）

　近年乳がんの発生率、死亡率は増加

の傾向にあります。早期乳がんでは、

手術後の5年の生存率は89％、10年の

生存率は80％で、早期乳がんがよく治

ることを示しています。

　このように早期の乳がんを発見する

ためにも忘れずに検診を受けましょう。

　　　乳がん検診日程
月日 曜日 検診場所 受付時間 検診

7月11日

水 上村病院

午後

1時30分

　～

2時00分

2時～
8月1日

8月8日

8月22日

3就鞭朧．控。箆卿識．驚．鍵ンb戟嘆

韻鯛欝鰻鹸蕪　　工事中　1愛獄隷3；⑧⑧一総：舗

＠献並

　7月2調㈲繰健センター繭　　　　唾
　歪｛｝；00～12：⑧0　　13：◎0　“丞5：00

＠蓬宮が癒検診

　7月10日i・12日　・i籔国1・30田　◎3iE臼

　8月2隊・3鼠・㊨田・7日
　上村病院産婦炎科

◎住民健康検診／35歳～69歳諜灘を薄象）

　7月鐸駅彌～7月2鯛働
　会揚等健康力擬ンダー参照

＠老戴健康検診欝0歳以土螢対象）

　7月欝霞㈹一繁翻2醐㈱

※これ以外は住民健康検診と同時実施

工　事　名 場所 工事費 業　者 完了予定日

林道小沢東山線改良 堀之内 75♂円 ㈲宗家土建 8月25日

如来寺地区第3次ほ場整備 如来寺 450 高幸建設㈱ 7月16日

林道下山清田山線改良 下　山 980 ㈲鈴芳建設 9月16日

村道市之越山手線改良 市之越 1，540 大村建設㈱ 9月26日

如来寺地区頭首工復旧 如来寺 1，135 高幸建設㈱ 9月18日

村道東田尻中央線改良 東田尻 1，550 高幸建設㈱ 10月17日

農山漁村地域就業促進施設 田　中 6，600 ㈲星野建設 10月12日

総合センター冷暖房 上　山 740 ㈱樋口電気 7月30日

中里村教員宿舎建築 通り山 21，900 ㈱丸山工務所 3月11日

山振林道西方線開設 西　方 2，830 大村建設㈱ 11月8日

田代地区第5次ほ場整備 田　代 6，650 ㈱鈴木土建 12月14日

村道角間線第6次改良 角　間 780 大村建設㈱ 10月21日

農村情報連絡施設設置 全　村 10，700 日本電気㈱新潟支社 12月14日
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青春oτまず
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　　雷・稲妻

　暑い夏の日．一天にわかに
　　　　　　いなずまかきくもって「稲妻」がひらめ
　　かみなり
き、「雷」がとどろくことがあ

ります。発達した積乱雲によ

って￥急に電光・雷鳴とともに
　　　　　　　ゆうだち強い雨が降る「夕立」は．』多く

夏の夕万近くに起こることか

ら付いた名称。「立つ」は「風立
　　にじつ」「虹が立つ」などのように￥

それまで見えなかったものが

急に出現する現象をさします。

　「雷」は￥雲と雲の間に生じ

る放電現象で￥ゴロゴロとい

う雷鳴を伴いますが￥古来、虎

の皮のふんどしをした雷神が
　　　　　　　かみなり太鼓を鳴らす「神鳴」と考えら

れてきました。歌舞伎十八番
　　　なるかみ
の題名「鳴神」も同義語です。

　また「雷」は、「いかずち」

ともよみます。これは、いか

めしい霊（ち）の意。古代人は

雷神を、強い威力をもつ存在

として恐れていたことがわか

ります。

　放電現象の際に発する雷光

を「稲妻」と呼ぶのは．稲が雷

と交わることで穂をはらむと

考えた古代の信仰に基’づくも

の。「つま」は￥男女ともに結婚

相手をさす言葉でした。「稲

　　妻」の語には￥農耕民族と

＿　しての永い歴史が刻まれ
の毛　ているわけです。
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丸幽直子さん
集落　田　中
昭和42年12月3臼生まれ22歳

星座　い｛座
血液型　O型

身長156c田
　仕事は、倉俣小学校で保健の先

生をしています。趣味は、ドライ

ブと長電話、．最高驚5時聞くらい

したことがあります。性格は、一

見しっかりしているようでぬけて

いる。理想の男性は、年をとって

も遊び心のある人。結婚は、20歳

代にはしたい。夢は、夢であった

保健の先生になれたので幸せです。

村への要望は、自然をあまりこわ

さないで開発してほしい。
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㊧至誠堂医院禅罐1

⑳上村病院響重1お1

⑳津南病院窄窪謝1
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！7月11日～8月10日＼

カレンダ
一

11㈲
乳がん検診合上村病院　㊤13：00～

13㈹
心配ごと相談日　合老人福祉センター
（913：00～16：00　津南・中里交流高齢者講座
合』津南町総合センター　（910：00～

⑮（日）
田代七ツ釜まつり　合七ツ釜　㊤10：00～15：00

叶
1
6
㈲

　陶芸教室倉村民体育館㊤19：30～21：30

十
17（幻

運転者講習会　合倉俣生活改善センター

㊤19：00～21：30

18㈲
運転者講習会　合貝野多目的集会施設

（D19：00～21：30

19㈲
身体障害者補装具巡回相談（義肢・装具）

倉老人福祉センター㊤13：00～14：30

20㈹
老人クラブ連合会囲碁将棋大会合総合センター㊤9：00～15：00

運転者講習会合高道山小学校体育館（！）17：06～21：30　心配ごと

相談日合老人福祉センター㊤13100～16：00　絵画・木版画教室

21（土）
夏の交通事故防止運動（8／20まで）

23（月）
献血　合保健センター010100～12：00
13：00～15：00

陶芸教室　合村民体育館　（919：30～21：30

26㈲
老人クラブゲートボール大会介倉俣小グラン

ド㊤9：00～15：00

27㈹
断酒の集い合十日町保健所013：30～母親学級・

妊婦検診合上村病院㊤12：45～　運転者講習会
合』総合センター019：00～21：30心配ごと相談日

⑳（日）
村民体育大会合中里中学校グランド

09：00～15：00

30（月）
陶芸数室　合村民体育館㊤19：30～21：30

餌㈲
乳がん検診合上村病院㊤13：30～

2㈲
清津峡安全祈願祭合清津峡温泉08：00～

3㈹
心配ごと相談日　合老人福祉センター

（D13：00～16：00

8㈹
乳がん検診　合上村病院　013：30～

9㈲
小学校親善水泳大会　合田沢小学校プール

09：00～

10㈹
乳幼児検診　合保健センター（g13：00～13：30
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●人口男3，392人（＋4）女3，391人（＋7）計6，783人（＋11）●世帯数1，638（＋1）6月末現在
　（）は前月比
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